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☆ヒ ナモ ロ コ 水路試験放流（ 6/20）  

 水路の上中下流の三ヶ所にそれ

ぞれ約 400 尾を試験放流しました。
最初の放流なので、地元営農組合の

郷原さん、塩足さん、古賀さんそし

て鐘ヶ江会長、保護に関する協議会長角田氏に放流して頂きました。その後、流されたり死んだりする

魚がいないか確認するため下流二ヶ所にサデ網を仕掛けました。翌日、見ると下流側から網に引っかか

っているヒナモロコが 10 数尾いました。死んで流された魚はありませんでした。結果、心配されたコ
ンクリートの灰汁の影響はないと判断されました。（pHは降雨のためか 6.27でした） 
☆第 ５ ９  回定例会（ ６ 月２ ９ 日） の報告<出席者数 16 名> 

【 飼育状況の報告と 意見交換】  

 報告に先立ち、新会員の紹介がありました。福津市うみがめっ

この会々長秦さん、福大法人事業部の福田さん、県浄化槽協会の

林田さんの三氏です。よろしくお願いします。 
 飼育状況の報告では親魚や稚魚が死んでしまうことが話題にな

りました。会員によって状況は異なりますが、今後のために飼育

状況については詳しく記録しておく必要があるかも知れません。是非、メモ程度の記録でも残しておい

て下さい。報告集をまとめるときに、飼育報告と一緒に集約できたらと考えています。 
【 モ ニ タ リ ン グ 】  

 写真のように下流からサデ網で捕

獲する方法で調べました。 
 結果は下流では水路には草などの

成長が遅れていて隠れる場所は限ら

れている状況だったためか、ヒナモ

ロコは 7 尾の捕獲でした。他の魚種
ではナマズ 1、ドンコ 4、フナ 3尾、タカハヤ多数はいずれも稚魚、カワムツの成魚 1尾でした。 
 中流域では深みもあり植生も豊富なためか、ヒナモロコは 44尾、ドジョウ 4、ナマズ 1、ドンコ 1尾。 

第６ ０ 回定例会の案内 

7 月 20 日（ 日） 午前１０：００～１２：００ 於 久留米市田主丸支所、巨瀬川 
◎「水辺の教室」（耳納塾協賛）に参加して魚類等水生生物の捕獲をします。 
◎連絡・その他 

       ☆捕獲した魚の一部は竹野小学校の水槽へ移送します。 



 上流域ではヒナモロコ 19尾、ドジョウ 1、ドンコ 1、タカハヤ多数でした。また、ヒナモロコ水路へ
の取り入れ口より上流の排水路にもヒナモロコがいました。このことはヒナモロコ水路からさらに上流

に遡上していることを示しています。今後、観察等を行うときには留意すべきです。また、O水路の生
息場所を参考に造られた退避場所はかなり有効のようでした。 
☆二田の堤の草刈（ 7/6）  

 前日には三木さんと村上

さんが、この日は村上さん、

中野さん親子、鐘ヶ江さんそ

して大石で朝 7時から 10時
半くらいまで作業しました。

堤の北斜面の一部が残りま

したが、写真のようにずいぶ

んきれいになりました。途中、村上さんの奥様から冷たい飲み物を二度も差し入れて頂きました。何と

美味しかったことか、この場をお借りしてお礼申し上げます。 
☆ヒ ナモ ロ コ 放流会（ 7/11）  

 この日は大変暑くなりましたが、竹野小 5,6年生 34名、田主丸
養護学校中学部生徒 8名、地元西郷地区関係者（営農組合）、県環
境部、農政部、朝倉農林、久留米市農政部、文化財保護課、田主

丸支所産業振興課、ヒナモロコ里親会、マリンワールドなど多数

の関係者の出席のもと放流会を実施しました。この時の様子は翌

日の新聞テレビ等で報道されました。竹野小六年の坂井さんは「い

つまでもヒナモロコのいるたぬしまるを作っていきます」、五年生の久保山君は「自分たちに何ができ

るか考えました。ヒナモロコをずっと守っていきます」と放流に寄せる思いを発表してくれました。こ

の日は竹野小に飼育を委託していた分を含め、総数約 2700尾を放流しました。 
☆竹野地区のヒ ナモ ロ コ の保護に関する協議会（ 7/11）  

 放流会の後、田主丸総合支所に場所を移して、第５回の協議会が開催されました。これまでの協議内

容の理解に少し温度差があるようにも感じました。協議の末、O水路下流の東西に流れる部分の排水が
良くないので、改変する方向で決まりました。O水路東側の農地（約 2000㎡）の取り扱いについては
オーナー制度による水田の維持かビオトープ創造かまたはその他の案か、地元の話し合いの結果を待っ

てこれからの協議になります。その他ヒナモロコの保護体制、巨瀬川樋門の魚道についての協議がなさ

れました。 
☆今後の予定 

  ○市民公開講座「人と田んぼと魚たち」－農と自然の共生 7/19（土）13～17時そよ風ホール 
   ◆講座終了後に水路の視察に案内するボランティアを募集しています。 
 
 
 
 

編集・発行  「ヒナモロコ里親会」（文責 大石敏） 
〒839-1233 福岡県久留米市田主丸町田主丸 923-4 

次回 第６ 1 回定例会の予定 
◎8月２４日（日）１０：００～１２：００ 於 田主丸中学校 
◎内容  飼育状況報告、活動報告、B水路（ヒナモロコ水路）調査等 


